
平成 30年度 第２回菊川市男女共同参画推進懇話会委員会 報告書 

年 月 日 平成 31年１月 28日（月） 場  所 
菊川市役所２階庁議室  

19：00～21：00 

検討事項 

（１）平成 30年度男女共同参画事業実施報告        

（２）第３次菊川市男女共同参画プランの一部修正について   

（３）平成 31年（2019）年度推進方針と施策について  

（１）平成 30年度男女共同参画事業実施報告   資料１-１～１-６  

【事務局】平成 30年度男女共同参画事業実施報告を説明。 

●委員の皆さんより 

・菊川市・御前崎市共同イクボス宣言式について、参加者は市役所の方だけと思うが、他に

企業向け、一般市民向けの機会も今後検討しているか。 

→【事務局】31 年度計画においてこの点を触れる予定だが、まずは菊川市と御前崎市の官

が率先してイクボス、ワーク・ライフ・バランスの推進に取り組む。来年度について引き

続き２市の共催で一般市民、事業所を対象にしたワーク・ライフ・バランスや働き方改革

をテーマにした講演会が開催出来るよう、２市で話をしている。また、イクボスを地域に

広めたいと考えており、地域の方や事業所の希望などを取り入れてイクボス提言を行うこ

とも考えている。 

・読み聞かせと職業講話について、職業講話も今年は社会福祉法人などへ幅を広げられたと

思う。私たちが想像している男女の職業意識から、この仕事は男性でも出来るなど、より

幅広い職業意識を取り入れていきたい。読み聞かせも子どもが興味を持って聞いており、

そのすぐ後で本を読んでもらうことでさらに興味が広がると思う。先生についても男女共

同参画を取り入れるという点について成果はあったと思う。 

 

（２）第３次菊川市男女共同参画プランの一部修正について    資料２  

【事務局】第３次菊川市男女共同参画プランの一部修正について事務局より説明。 

●委員の皆さんより 

・ID32 の父子ふれあい教室を止めるとのことだが、児童館に来館を促すための具体的な方

策を実施するのではなく、単に遊びに来て下さいという呼びかけをするということか。 

→【事務局】具体的にはまだ児童館と話し合いが出来ていないが、児童館には父親が多く来

館しているとの情報を得ている。父親が子どもを連れて来館することで母親が自分の時間

を持つことが出来るため、チラシなどの媒体で父親が来館している事例を紹介し、父子が

気楽に来館出来るよう推進していく予定である。 

・大人の男性の児童館来館者数が記述されているが、これは子どもの父親、祖父の他に子ど

もと関わりのない大人の男性もいるということか。 

→【事務局】入館時に記入していただく来館者名簿から大人の男性来館者を割り出している。

続柄を記入する欄がないため、特定はできないので大人の男性という表現にした。 

※第３次菊川市男女共同参画プランの一部修正については委員の了承を得た。 



（３）平成 31年（2019）年度推進方針と施策について  資料３-１～３-３  

【事務局】平成 31年（2019）年度推進方針と施策について事務局より説明。 

●委員の皆さんより 

・父親が育児に積極的に参加するかどうかで児童の不登校など生育面での影響があると学校

で習ったことがある。もっと育児に関する実質的なメリットを伝えることで、父親ももっ

と子どものために頑張るのではないかと思う。 

・妊娠中の女性に対する企業側の雇用体制が考慮されておらず、仕事を続けるためには妊娠

してはいけないという声を聞く。この点について事業所アンケート等に文言を入れること

により、企業の意識が変わるのではないかと思う。 

→【事務局】離職率の高い企業に対する働き方改革の啓発活動を推進し、結果として離職率

が改善され、その事例を周知することにより、各企業の経営者意識も変わってくることも

期待できる。その点を視野に入れながら今後も啓発活動に携わっていきたい。 

 

（４） 講評（松本アドバイザー） 

・「園児への読み聞かせ」「小学生への職業講話」「イクボス宣言式」「女性防災参画促進セミ

ナー」等の取組みについて大変好評をいただいた。 

・アドバイザー提供資料より、管理職への昇進希望に関する男女間が大きく、女性の昇進希

望が低いことや衆議院、参議院での女性議員の割合が低い事、また静岡県の女性議員の割

合が全国平均と比べ低いことなどをお話しいただいた。 

 

（５）その他 

・委員より加茂地区防災講座のお知らせ 

・委員・アドバイザーの任期終了に際するお礼及び来年度委員・アドバイザーについて 

・来年度以降の男女共同参画推進懇話会について 

 


